
「地域と学校の連携・協働の推進に向けた民間企業・団体等による教育活動参考事例集」

が制作されました 

 
 平成 27 年 12 月に中央教育審議会において「新しい時代の教育や地方創生の実現に向け

た学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について（答申）」が取りまとめられ

ました。この答申では、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支えていく地域学校協働

活動を推進するとともに、従来取り組んでいた学校支援活動の活動を基盤に、新たな体制

として地域学校協働本部を全国に整備する事が提言されています。 
 さらに文部科学省では、上記答申を推進していくため、具体的な施策と工程表をまとめ

た「『次世代の学校・地域』創生プラン」を平成 28 年 1 月に策定しました。 
 この答申を踏まえつつ、本プランを着実に実行していくため、文部科学省においては地

域と学校が連携・協働し、幅広い地域住民等（多様な専門人材、高齢者、若者、ＰＴＡ・

地域団体等）の参画により、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を創生す

る「地域学校協働活動」を推進しています。 
 この活動の一環として、子供の豊かな学びを支えるために、企業・団体等による特色・

魅力のある出前授業等の学習プログラムを好事例集として制作することになりました。 
本会が実施している「おさかな学習会」も「教科横断型のキャリア教育プログラム・食

育」として出前授業事例の一つとして掲載されることになりましたのでお知らせ致します。 
なお、事例集は 1500 部作成され文部科学省から教育委員会・学校へ配布されるとのこと

です。 
 掲載内容は下記をご覧ください。 
 
 
 






